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内部通報への対応と通報者の保護 

法令、行動基準又は社会のルールに抵触する行為の未然の防止、早期の発見及び解決を目的とし

て、人事総務グループ内にこれらの通報や相談を受け付ける「コンプライアンス・ホットライン」を設置してい

ます。通報や相談を受けた担当者は、必要最小限の人員で速やかに調査を行い、必要な場合は弁護

士等外部の専門機関と連携のうえ対応にあたります。 

また、通報や相談に関する情報は、窓口担当者と調査担当者内でのみ共有するものとし、不正な目

的である場合を除き、通報や相談したことにより本人に何ら不利益を与えないような体制を整えていま

す。 

 

事業継続計画（BCP）の推進 

自然災害、テロ、パンデミック等不測の事態が発生した際の被害の最小化、早期の復旧及び事業の

継続を実現するため、事業継続計画（BCP）の策定し、釜屋電機グループ各社と連携を図りながら不

測の事態に備えていきます。 首都直下地震及び南海トラフ巨大地震に対応するため、常に想定被害と

事業継続方針の見直しを図り、不測の事態への対応を強化する取り組みを続けていきます。 

 

情報セキュリティ体制の強化 

過失又は外部侵入による改ざん、破壊、漏洩、紛失等から、個人情報、顧客情報その他当社が保

有するすべての情報を守るため、これら情報資産の保護と適切な管理が企業の果たすべき社会的責任

であるとの認識のもと、情報セキュリティ体制の強化の推進及び継続的な改善に努めていきます。 

 


